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1．は じめ に

　地球の 青空は空気に よる Rayleigh 散乱で あ り、

空気 の 主成 分で あ る窒 素 と酸 素 は ほぼ同 じ散乱

断面積 を持っ こ とが知 られ て い る 。しか しこれは

両物質 の散乱 を直接測 定 したわ けではな く、屈折

率の測 定か ら散乱 を計算 した結果 で ある。一方散

乱 の 大きさは 、よ り根源的に は物質の電子 の 励起

エ ネル ギ
ー

の 構 造によ り特徴付け られ て い る。こ

の 点 に 着 目 し て 散 乱 断 面 積 を 書 き 下 す に は

Lorentzモ デル の 考え方を適用す る の が有効 で あ

る e こ の 考え方に した が っ て 散乱 断面積 σ
R

を波

長 Z で 書き下せ ば

　　　　aR − aT （Σ疑 プ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　　　　　　　　　　　　 t

（σ T ；Thomson 散乱の 散乱 断面積、　 f，
； 振動子強

度 　A
，
： 共鳴波長）

とな る。こ こで 共鳴波長は 電子の 励起エ ネルギ
ー

に対応 し、 振動子強度 はその 遷移 の 大 きさ（遷移確

率）に比例する量で あ る e よ っ て 散乱断面積が大き

くな るた め には 電子 の エ ネ ルギ
ー

準 位 が可視 領

域 に近 く、また遷移 確率が大き くなればよい こ と

が分か る。

　 一方窒素、酸素 の エ ネル ギー準位 を比 べ る と酸

素 の ほ うが よ り可 視 に 近い 領域 に遷移確率の大

きな エ ネル ギ
ー

準位が存在する e こ の こ とか ら酸

素の 方 が散乱断面 積が 大 き い こ とが予想 され る 。

こ れ は 今 まで 知 られ て い た事 実 とは 異な る もの

で あ り、よ り原理的な と こ ろ か ら散乱断面積を評

価する こ とは物理的な 意味だ けで な く、さ ま ざま

な 環境 にお ける光環 境 を考 え る上 で も極 めて 重

要で ある 。 よ っ て本研究で は電 子の エ ネルギー準

位 か ら窒 素、酸素の 散乱断面積 を計 算す る こ と を

目 的 とする。

2．散乱断面積の 計算

　振動子強度 fiは吸収係数k
，
との 間に は

　　　　云 一器∫姻 ・・

（N ： 分子数密度、 V ： 波数、　 c ： 光速）

とい う関係があ る。本研究では吸収係数の ス ペ ク

トル （Hudson ，
1971 他、波長 範囲 20〜200 【nm1 ）

を用 い て 散 乱断面積の 計算 を行 っ た 。

3．結 果

　計算に よる散 乱断面積 を下図 に示す。
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酸 素の 方が窒素 よ り約 2倍散乱 断面積が大きい こ

とが分か る．

4．考察

　本研 究で は 窒素と酸素の 散乱断面積が約 2 倍 も

異なる とい う計算 結果 を得た。これ は窒素 と酸素

の組成 が異なれ ば、地表に は異な る光環境が作 ら

れ る こ とを 示唆して い る 。 また こ の 結果は今 まで

の研究（例え ば Nagata
，
1973）と異なる 。 しか し酸

素 に つ い て はよい
一
致を見せて お り、窒素の 散乱

断 面積が 屈折 率か らの 評価 とエ ネ ルギー
準位か

らの評価 で 異な る結果 を与えた とい え る。こ の 違

い が 何 に よ る もの で あ る か に つ い て は今後 の 課

題で ある。
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